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小型 JASMINEでは、非常に厳しい星像中心決定精度である 20µasを達成する必要があり、そのためにはノイ
ズとなる迷光を十分に低減させなければばらないが、そのためのシステムからの要求は 5[photon/sec/pix]という
非常に小さなものとなる。これを実現するためには十分な長さのフードや多数のバッフルも必要であるが、何よ
り重要なのが、できるだけ半球反射率が小さくランバート散乱特性を持つ内面処理である。現在ノミナルとして
いるのは炭素を含んだ導電性繊維からなる「植毛」であり、半球反射率は実測し、垂直入射時は 0.3%程度、70度
以上の斜め入射時でも 1%以下という良好な値を得ている。散乱特性に関しては、インハウスで開発した簡易測定
器の結果より大凡ランバート散乱であることは分かったため、これまでの迷光計算では「完全ランバート」とし
て計算を行って来た。
開発ステップが進み、より精度の良い迷光計算が必要なフェイズに入ったため、外部メーカーに正確な散乱特

性実測を依頼し、その結果をBRDFデータとして解析ソフトに取り込んで再度迷光計算を行った。BRDFを用い
た計算は時間がかかるため、先ずはバッフルフード単体でランバート散乱との比較検討を行い、やはり必要と判
明したため、1ヶ月以上かけて全系での迷光計算を行い、PST(Point Source Transmission)カーブを求めた。
本発表では、PSTカーブを元に、周回平均・起動平均を考慮した実際の迷光量を計算する方法とその結果に関

して詳細に報告する。


